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2019.09.02、09.12改訂 

  トミー・マック 

１．外 観 

ＡＢＳ樹脂ケース（内寸：幅112Ｘ奥行80Ｘ高さ24ｍｍ）の内面を黒塗装しています。 

  
 

  

 

２．特 徴 

検査項目は、 

・スピーカ検査 ・導通検査 ・赤外線検査 ・ＥＣＭ（コンデンサマイク）検査 

・市販の盗聴・盗撮探知機を、2.4ＧＨｚ電波検査器として内部に入れられます。 

 

３．手 順 

（１）調査と回路設計 

おもちゃの修理に必要な、部品の検査器や遠隔操作（赤外線・電波コントロール）検査器の回路と部品

を調べます。 

コンパクトに回路図にまとめます。Ｐ４の資料１（回路図）を参照。 

 

（２）部品手配と入手 

回路図から部品を読み取り、電気部品販売店やネット通販あるいはホームセンターおよび100均など

より入手します。Ｐ5の資料２（部品リスト）を参照。 

 

（３）試作にて動作確認 

初めての回路や電気部品を使うときは、事前にブレッドボードであるいはバラックで組み込み、動作を

確認します。 
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（４）電子回路部品をユニバーサル基板に配置と配線 

ユニバーサル基板に回路を実装するため、電子回路部品の配置と配線を決めます。Ｐ6の資料３（ユニ

バーサル基板配置及び配線）を参照。 

 

（５）電気部品のレイアウトとケース加工寸法決め 

電気部品の寸法からＡＢＳ樹脂ケースに、電気部品をレイアウトし加工寸法を決めます。 

Ｐ7の資料４（部品レイアウトと加工図）を参照。 

 

（６）電子回路部品をユニバーサル基板に組立て、半田付け 

  

 

（７）ABS樹脂ケースに穴加工など 

  
穴加工後、ケースの内側から黒塗装します。 
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（８）全体組立とラベル貼り、備品 

  
 

  
 

  
2.4ＧＨｚ電波検査器は、「ヤザワ 盗聴・盗撮探知機 ＳＥ15」を使いました。 

動作確認用として、小型ＥＣＭとスピーカを準備しました。 

 

これで、完成。 

  

2.4ＧＨｚ電波検査器 

動作確認用ＥＣＭ 

動作確認用ＳＰ 
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試料１ 回路図 
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試料２ 部品リスト 

 

単価は2019年 2月時点。 
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試料３ ユニバーサル基板配置及び配線 
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試料４ 部品レイアウトと加工図 

 

終わり 


